
　サケやフナなど、今も様 な々川魚が多く捕れる
阿賀野川流域。しかし、かつては川魚を汚染し、
健康被害までもたらした公害も発生しました。阿
賀野川や福島潟など、様 な々流域の漁場をめぐる
光と影を、座学と現地視察を通じて学びます。

　河道が蛇行して洪水を繰り返してきた阿賀野
川に、大正期に入って大規模な河川工事が実施
されると共に、両岸に広がる農村地帯の土地改
良も進展します。そうした洪水・治水・乾田化の歴
史を、座学と現地視察を通じて学びます。

　かつて、信濃川・阿賀野川の二大大河と新潟
砂丘によって、阿賀野川下流域に水浸しの大地
が形成されていました。そうした大地形成の変遷
と、阿賀野川の河口を開削した後の変貌を、座学
と現地視察を通じて学びます。

※いただいた個人情報は、
「阿賀流域・連続ツアー講
座」及び「阿賀野川エコミュー
ジアムを目指す流域再生
フォーラム」の開催案内や実
施、及び、「阿賀野川え～とこ
だより」の送付を目的とした用
途以外に使用することはありま
せん。なお、ご同伴者含めて
申し込まれた場合は、同じグ
ループとみなして抽選いたしま
すので、当落結果は別 に々は
ならずご一緒になります。

お問合せ・お申込み先

電話番号

〒

お名前
フリガナ

ご住所

※当日連絡が取れる携帯電話番号優先

集合場所
希望に○

お名前
フリガナ

お名前
フリガナ

福島潟
（車等で直接集合）

新潟駅南口
（バスで福島潟へ）

ご同伴者
（いらっしゃれば）

阿賀流域再発見・連続ツアー講座「阿賀野川ものがたり」一括参加申込書 （第1回7/6・7/7、第2回9/7・9/8、第3回10/26・10/27）

TEL&FAX  0250-68-5424 aganogawa@niigata.email.ne.jp阿賀野市保田3866番地1〒959-2221

申込方法

●参加者を抽選にて決定し、当落結果のお知らせは申し込まれた方全員に宛てて郵送します。
　なお、当落結果のお知らせが7月3日（水）までに届かなかった方はお問い合わせ願います。

定員 ● 60名

●下記必要事項をご記入の上、ＦＡＸ・メール・電話等にて下記宛先までお申し込みください。

67 77 79 89 2610 2710

●今回から、2019年度開催予定の下記日程（※全３回・計６日分）を、一括して参加申込みして
　いただきます（※原則として全回参加いただきますが、やむを得ず欠席される場合はお早めにお申し出ください）。

第１回 第２回 第３回

申込期限 ● 2019年6月30日（日）17時まで
◆集合場所・時間
　1日目の座学も2日目のツ
アーも、福島潟を起点として
開催されます。自家用車など
で直接、福島潟（※会場の
詳細は別途お知らせ）へ集
合される方は、開会時間まで
にお越しください。また、新潟
駅南口（貸切バス乗り場）か
ら送迎バスも出ますが、その
場合は開会時間の５0分前
には集合願います。

大河によって形成された大地 水びたしの大地との闘い 水の恵みの今昔・その光と影

第１回 7/6・7/7 第２回 9/7・9/8 第３回 10/26・10/27

2019年度は「水との闘い・水の恵み」をテーマに、阿賀野川下流域を舞台に学びます。

今回の豪華な粗食は、ケータリング！
　今回の豪華な粗食は、目にも鮮やかなケータリングを
提供する「watago FOOD & ETHICAL」さん（新潟
市江南区亀田）にお願いしました。流域の旬の食
材をふんだんに使った、お弁当や
ケータリング形式のランチを、
ぜひお楽しみください！

ワ タ ゴ フ ー ド エ シ カ ル

▲

旧笹神村出身の天野さん（左）&寺田さんのチーム

をご存じですか？

　正式名称「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略称「ＦＭ事業」）。
阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と向き合い、それを乗り越えるような
「人と人の絆」や「人と自然の関係」を紡ぎ直すため、流域の住民･行政･民間団体
が手を取り合い、「新しい流域づくり」を目指して始まったプロジェクト。
　今回の講座も、流域で暮らす人 や々団体から流域の歴史や現在を見つめ直して
いただくことを目的に、これまでＦＭ事業の一環として開催されてきました。

▲坂東克彦氏提供 ▲田辺修一郎氏提供 ▲市村正氏提供

▲広田哲男氏提供

▲佐藤安男氏撮影 ▲片桐淳氏撮影 ▲片桐淳氏撮影

※料理の写真（watago FOOD & ETHICAL 提供）はイメージです。

▲「写真集 水と土と農民」（亀田郷土地改良区）▲「古地理で探る越後の変遷」（国土交通省北陸地方整備局・国土地理院）

（写真：watago FOOD & ETHICAL 提供）


